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導入の背景について



はじめに

循環型社会の実現

導入の背景について

天然資源の消費抑制
環境負荷の軽減

Reduce
リデュース
発生抑制

Reuse
リユース
再利用

Recycle
リサイクル
再生利用

３R



ごみ減量化・資源化の取り組み

ミックスペーパーの
分別徹底

・テレビやラジオ
・公共施設のポスター掲示
・チラシの配布
・ポスティング
・広報せと毎月１日号に特集記事の掲載
・「ごみ非常事態宣言！我が家のごみ
みんなでチェック」説明会

導入の背景について

食品ロス
の削減



ごみ処理の状況

導入の背景について



１人１日あたりのごみ排出量
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導入の背景について
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１人１日あたりの家庭系ごみの量（ｇ/人・日）

令和元年度一般廃棄物処理事業実態調査

愛知県平均
５ ２ ０ ｇ

１番少ない
大口町・幸田町は

４２０ｇ

瀬戸市は
６０９ｇ

(g)

(g)

瀬戸市

愛知県内

家庭系ごみ１人１日あたりのごみ排出量（資源物を除く）



有料化とは



家庭系ごみ処理費用有料化とは

ごみを出す人が処理費用の一部を
負担することで、

経済的な動機づけを活用し、
ごみ減量と資源化の促進を

期待する仕組み

※現在の指定袋は袋の原価と流通コストのみの
販売価格のため有料化には該当しておりません。

有料化とは

袋の製造費

流通コスト

袋の製造費

流通コスト

処理費用

現在 有料化



家庭系ごみ処理費用有料化の期待する効果

①排出抑制や再生利用の推進
（ごみを出さないようにし、リサイクルに取り組む）

②公平性の確保
（ごみを出す量に応じた負担）

③市民や事業者の意識改革
（ごみを減らそうとするきっかけ）

④将来負担の軽減
（最終処分場を長く使える。地球にも優しい）

有料化とは



ごみ減量のイメージ

有料化とは

ごみ ごみ

有料化前 有料化後

新たに資源化
するごみ

分別されてない
資源物

期待される
減量効果

分別徹底

発生抑制

（参考）有料化による減量イメージ



全国 約６割（愛知県内 約５割）

家庭系ごみ処理費用有料化の実施状況

直近10年でごみ処理費用有料化を実施した市町（愛知県内）

有料化とは



制度内容
（案）



実施時期

令和５（2023年）年９月１日
瀬戸市一般廃棄物処理費用

有料化実施
（予定）

制度内容（案）



新たに有料化の対象とするごみ

燃えるごみ・燃えないごみ

・市指定ごみ袋に課金する「指定ごみ袋制」
・指定ごみをご購入いただくことで手数料が市に納入されるもの

手数料の徴収・納入方法

制度内容（案）

剪定枝
布団
じゅうたん
ホットカーペット

袋を貼り付ける



手数料の設定

制度内容（案）



新しい指定ごみ袋

制度内容（案）

現在の指定ごみ袋について

現在の指定袋は、
ミックスペーパーや
古布で使用可能

有料化実施後は、
燃えるごみ、燃えないごみの袋として
使用することができません。

新
燃えるごみ
燃えないごみ

仕様検討中
令和５年７月販売予定



有料化の対象外とするごみ

地域清掃ごみ

制度内容（案）



手数料収入の使途

ごみ袋の製造・流通、ごみの収集運搬・処理、
ごみの減量化・資源化施策の費用等

制度内容（案）

収集運搬費用（千円） ４８１,４８６千円

処理・処分費用（千円） ４７７,８０２千円

ごみ処理費用合計 ９５９,２８８千円

障がい者、高齢者そして子どもへの
支援施策の実施に活用

【参考】家庭系ごみの処理費用（直近３か年度平均）



有料化に併せて実施する施策

制度内容（案）

③ごみ分別辞書
の拡充

②資源物等の
受入れ体制の拡充

①資源物回収品目
の拡大



期 間：令和３年１１月１日（月）～令和３年１１月３０日（火）
閲覧場所：市役所、支所、市民サービスセンター、市ホームページ
提出方法：①住所②氏名③件名「瀬戸市一般廃棄物処理費用有

料化実施計画（案）について」④ご意見を記入し、郵送
FAX、メールまたは、直接環境課へお持ちください。
（任意の様式）

送 付 先：〒４８９－８７０１（住所不要）環境課
FAX：８８－２６６４
メール：gomigen@city.seto.lg.jp

パブリックコメントについて

瀬戸市一般廃棄物処理費用
有料化実施計画（案）

に対するご意見の募集について



質疑応答

皆様のご意見を
お聞かせください。

・時間に限りがありますので、多くの方にご発言
いただけるようご協力をお願いします。
・お寄せいただいたご意見・ご質問は、
後日とりまとめてホームページ等で公表
させていただきます。


